
平
成
二
十
年
十
月
十
七
日
提
出

質

問

第

一

三

五

号

自
民
党
国
会
対
策
委
員
会
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
事
前
審
査
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

長

妻

昭
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自
民
党
国
会
対
策
委
員
会
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
事
前
審
査
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

野
党
や
マ
ス
コ
ミ
が
省
庁
な
ど
に
対
し
て
、
資
料
要
求
や
調
査
要
求
を
し
た
際
に
、
省
庁
が
自
民
党
国
会
対
策
委
員
会
（
以

下
、
自
民
党
国
対
）
に
事
前
に
資
料
提
出
や
資
料
作
成
に
関
し
て
、
相
談
や
お
知
ら
せ
を
す
る
仕
組
み
（
い
わ
ゆ
る
事
前
審
査

制
）
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

一

マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
資
料
要
求
も
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
か
。

二

前
回
の
答
弁
書
で
は
、
事
前
審
査
制
は
、
「
資
料
要
求
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

な
ぜ
、
「
事
前
」
に
自
民
党
国
対
に
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

資
料
要
求
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
だ
け
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
野
党
や
マ
ス
コ
ミ
に
資
料
提
供
す
る
の
と
「
同
時
」
や

「
事
後
」
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
「
事
前
」
に
こ
だ
わ
る
の
か
。

三

二
に
関
し
て
、
「
事
前
」
の
し
ば
り
を
や
め
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

四

こ
れ
ま
で
事
前
審
査
制
に
よ
っ
て
、
資
料
提
供
が
止
め
ら
れ
た
り
、
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
野
党
や
マ
ス
コ
ミ
へ
の

提
出
が
遅
れ
た
り
し
た
事
例
は
あ
る
か
。

五

前
回
の
答
弁
書
で
は
、
「
今
般
の
自
民
党
国
対
か
ら
の
依
頼
は
、
各
府
省
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

一



な
お
、
内
閣
総
務
官
室
と
し
て
は
、
本
件
の
依
頼
の
内
容
を
会
計
検
査
院
及
び
最
高
裁
判
所
に
対
し
て
連
絡
す
る
立
場
に
は

な
い
。
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
内
閣
総
務
官
室
の
参
事
官
は
、
平
成
二
十
年
九
月
十
二
日
に
国
会
議
事
堂
参
議
院
側
本
館
二
階
の
内
閣
総
務

官
室
で
、
各
府
省
の
国
会
連
絡
室
に
加
え
、
最
高
裁
判
所
と
会
計
検
査
院
の
国
会
連
絡
室
の
担
当
者
の
前
で
、
自
民
党
国
対

の
方
針
を
説
明
し
て
い
た
、
と
聞
く
。
そ
れ
は
本
当
か
。

本
当
だ
と
す
る
と
、
前
回
の
答
弁
は
間
違
い
な
の
か
。

内
閣
総
務
官
室
の
当
該
参
事
官
は
、
九
月
十
二
日
に
自
民
党
国
対
か
ら
方
針
を
聞
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
自
民
党
国
対
の

誰
か
ら
の
指
示
か
。
氏
名
を
お
示
し
願
い
た
い
。
そ
の
際
に
、
最
高
裁
判
所
へ
の
連
絡
も
指
示
さ
れ
た
の
か
。

六

私
の
資
料
要
求
（
深
夜
帰
宅
タ
ク
シ
ー
利
用
状
況
、
自
動
う
が
い
器
の
設
置
状
況
）
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局

は
平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
付
け
の
文
書
で
、
「
標
記
の
御
照
会
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
及
び
民
主
党
の
国
対
委
員
長
間

で
資
料
要
求
の
あ
り
方
に
関
す
る
新
し
い
ル
ー
ル
を
作
成
中
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
提
出
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

最
高
裁
に
は
誰
が
連
絡
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
自
民
党
国
対
の
指
示
な
の
か
。

二



内
閣
総
務
官
室
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
権
限
で
、
最
高
裁
に
連
絡
を
し
た
の
か
。
そ
の
連
絡
を
撤
回
す
る
つ
も
り
は
あ
る

か
。

七

自
民
党
国
対
の
事
前
審
査
制
を
、
い
つ
ま
で
内
閣
は
守
る
の
か
。
そ
の
期
限
の
目
安
を
お
示
し
願
い
た
い
。

以
上
、
内
閣
の
見
解
を
問
う
。

質
問
番
号
を
束
ね
て
粗
く
不
誠
実
な
回
答
を
す
る
の
で
は
な
く
、
質
問
番
号
ご
と
に
誠
実
に
回
答
を
頂
く
こ
と
を
お
願
い
す

る
。右

質
問
す
る
。

三


